


















【結 果】 ①技師 1と技師 2の総合点数 (画質＋ポジ
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腺腫と葉状腫瘍の鑑別困難であった. 平成 22年 1月 8
日,乳房下切開で腫瘤摘出術を行った.病理報告は葉状
構造を示す成分は無く,fibroadenomaであった.
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与 2cycle目 day 7より乳房照射部位に一致した皮膚の発
赤腫脹を認めた.血液検査にて炎症反応を認めなかった.
allergenic reactionを考慮,ステロイド内服と全ての内服
薬中止を行った. 14日後に皮膚所見の改善を認めたので
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